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第
３
回
定
例
会
決
算
特
別
委
員
会
で

大
竹
区
議
は
耐
震
化
工
事
助
成
の
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
今
年
は
４
月
の
九
州
熊
本
地

震
で
は
震
度
６
～
７
と
い
う
強
震
が
続

き
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
も
増
え
、

改
め
て
耐
震
化
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
３
月
改
定
し
た
大
田
区
耐
震
改

修
促
進
計
画
で
は
、
２
０
２
０
年
度
末

ま
で
耐
震
化
目
標
を
９５
％
と
し
て
、
自

然
更
新
で
９０
・
４
％
ま
で
、
残
り
４
・

６
％
、
１
万
５
８
８
５
戸
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
耐
震
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
棟
数
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
定
前
の
２
０
０
８
年
３
月
策
定
し

た
計
画
で
は
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
９０

％
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
２

０
１
４
年
度
末
ま
で
の
到
達
は
８５
％
で

し
た
。
な
ぜ
、
目
標
ま
で
い
か
な
か
っ

た
の
か
と
検
証
を
求
め
、
そ
の
要
因
と

し
て
ま
ず
助
成
制
度
の
周
知
が
不
足
し

て
い
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
戸
配
布
し
た
命
の
３
点

セ
ッ
ト
の
説
明
会
等
、
町
会
が
各
種
の

説
明
会
や
防
災
倉
庫
な
ど
の
見
学
会
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
機
会
を
通
じ

て
行
う
べ
き
。
ま
た
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
に
つ
い
て
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

特
に
高
齢
者
へ
の
　
　
　

　
　
助
成
強
化
・
拡
充
を

　

助
成
率
・
限
度
額
の
増
額
を
、
特
に

高
齢
者
へ
の
助
成
の
強
化
を
求
め
、
中

央
区
で
は
、
限
度
額
３
０
０
万
円
一
般

世
帯
（
補
助
率
１
／
２
）
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
（
補
助
率
１０
／
１０
）
等
を
示

し
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
耐

震
改
修
工
事
の
平
均
は
３
３
０
万
円
程

度
な
の
で
３
分
の
２
な
ら
ば
２
０
０
万

円
ま
で
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
新
宿
区
で
は
、
構
造
耐
震
指
導

の
値
が
０
・
７
以
上
と
す
る
耐
震
改
修

工
事
に
も
助
成
し
て
お
り
、
部
分
改
修

に
も
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
竹
区
議
が
２
０
０
８
年

の
質
問
後
実
現
し
た
、
耐
震
ベ
ッ
ド
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
限
度
額
５０
万
円
、
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９
／
１０
補
助
だ

が
、
実
績
が
少

な
い
の
で
、
補

助
率
を
１０
／
１０

へ
、
利
用
し
や

す
い
工
夫
を
求

め
ま
し
た
。



　

９
月
２５
日
、
東
矢
口
小
学
校
で
小
林

自
治
会
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
大
竹
区

議
が
市
民
消
火
隊
で
参
加
し
、
今
年
は

指
揮
で
し
た
。

　

天
気
が
良
す
ぎ
て
、
参
加
者
が
い
つ

も
よ
り
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
熊
本
・

九
州
地
震
な
ど
の
被
害
も
あ
り
、
日
ご

ろ
の
訓
練
が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　

９
月
２６
日
、
池
上
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
開
か
れ
、
池
上
改
造
構
想
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

池
上
駅
の
改
修
計
画
も
具
体
的
に
進

み
つ
つ
あ
り
、
池
上
地
域
の
住
民
が
参

加
し
て
、
こ
の
間
勉
強
会
を
開
い
て
き

て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す

が
、
池
上
駅
舎
や
駅
周
辺
の
改
造
で
熱

く
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

１０
月
１８
日
、
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

で
、
党
区
議
団
が
羽
田
空
港
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
会
場
を
埋
め

る
１
３
３
人
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
０
年
か
ら

「
国
際
競
争
力
」
を
理
由
に
、
羽
田
空

港
の
離
発
着
を
現
在
の
年
間
４４
万
７
千

回
か
ら
３
万
９
千
回
増
や
す
増
便
計
画

を
予
定
し
て
お
り
、
南
風
時
に
は
、
都

心
上
空
を
飛
ぶ
こ
と
に
な
り
大
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

羽
田
空
港
の
地
元
の
大
田
区
で
も
、

騒
音
、
大
気
汚
染
、
落
下
物
、
飛
行
機

事
故
等
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
会

場
参
加
者
か
ら
も
危
険
、
中
止
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

１０
月
２３
日
、
後
援
会
の
バ
ス
ハ
イ
ク

が
取
り
組
ま
れ
、
千
葉
に
芋
掘
り
と
九

十
九
里
の
海
で
の
昼
食
、
帰
り
に
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
で
の
生
ビ
ー
ル
の
見
学

に
大
型
バ
ス
１
台
で
行
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
芋
は
異
常
気
象
で
小
さ
か
っ

た
の
で
残
念
で
し
た
が
、
九
十
九
里
の

イ
ワ
シ
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
天
気

も
良
く
最
高
の
旅
で
し
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
週
間
（
９
月
２１
日
～

３０
日
）
が
始
ま
り
、
大
竹
区
議
も
２２
日

（
２
日
目
）
に
町
会
の
担
当
で
東
矢
口

小
学
校
前
で
、
雨
の
な
か
交
通
整
理
を

し
ま
し
た
。
学
校
が
休
み
で
、
通
学
の

児
童
も
い
な
か
っ
た
の
で
少
し
寂
し

か
っ
た
で
す
。

町
会
防
災
訓
練

市
民
消
火
隊
で
参
加

池
上
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
議
論

羽
田
空
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

増
便
計
画
は
中
止
を

後援会バスハイク
秋の千葉の旅で交流

秋
の
交
通
安
全
週
間

雨
の
な
か
交
通
整
理

話し合いの結果を報告


